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平成24年11月16日に開示したとおり当社はＣＴＴ社から250百万ドルの借入を行っており、返済期限は

平成26年11月ですが、借入の際にバリディティ社株式を担保として設定していたため、シナプティクス社

によるバリディティ社の買収に伴う手続き上、返済が必要になりました。 

その結果、当初、優先順位の４番目は、返済期限までの間の為替リスクを回避するため、外貨預金と

する予定でしたが、今回の変更により、優先順位を1番目に変更し、返済を行うものであります。 

 

また、借入金の返済の中には、留保する予定の平成26年4月以前に返済期限の借入金があるため、

金利負担の軽減のため早期返済をするものであります。 

 

変更の内容は以下のとおりです。 

 

調達する資金の具体的な使途（変更前） 

 具体的な使途 金 額（百万円） 支出予定時期 

① 長期未払金の支払 480 平成 25 年 10 月 

② 借入金の返済 803 平成 25 年 10 月 

③ バイオメトリクス事業の人材強化及び研究開発 291 
平成25年9月 

～平成27年12月 

④ 外貨預金（注２） 250 
平成25年10月 

～平成26年11月 

⑤ 運転資金 残額 
平成25年10月 

～平成26年12月 

（注）上記、各資金使途は優先順位の順に記載しております。 

（注２）平成26年11月に返済する予定のＣＴＴ社からの借り入れについて、返済期限までの間の

為替リスクを回避する目的で外貨預金をするという内容です。 

 

調達する資金の具体的な使途（変更後） 

 具体的な使途 金 額（百万円） 支出予定時期 

① ＣＴＴ社借入金の返済（※上記、外貨預金に該当） 250 平成 25 年 11 月 

② 借入金の一部返済 100 平成 25 年 11 月 

③ 長期未払金の支払 480 
平成26年4月 

～平成27年12月 

④ 借入金の残り分の返済 703 
平成26年4月 

～平成27年12月 

⑤ バイオメトリクス事業の人材強化及び研究開発 291 
平成26年4月 

～平成27年12月 

⑥ 運転資金 残額 
平成26年4月 

～平成26年12月 

（注）上記、各資金使途は優先順位の順に記載しております。 

 

３．今後の見通しと影響 

 今回優先順位および支出時期が変更されるだけであるため、本変更による今期決算への影響は軽微

であります。 
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